
























































終章では、以上の動きを同時代的に比較した上で、1848 年革命期から 1861 年（イタリ
ア統一）までの時期のトリエステの特徴として、①民族意識の覚醒は見られながらも未だ
多民族の共存策が模索されていたこと、②民族性の尊重と商業的な利益の両方を保障する
手段として、民族思想家の側も、その敵対者と目されたブルックの側も、共にオーストリ
アの連邦化を理想としたこと、の二点を指摘したい。 
